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 もう 3 年前のことになるが，2002 年 8 月にフラン

スの Grenoble で開かれた第 12 回国際伝熱会議であ

った Seoul 大学校 Ro 教授の Fourier についての特別

講義を紹介する．Ro 教授とは毎年定期的に また ア

ポなしで出会うこともあるので，なぜにいまさらと

いう感がないではないが，忘れてはいけないと思い，

次の国際伝熱会議の前のこの機会に紹介させていた

だくことにした． 

 彼に会ってその Grenoble の話をすると，いつも彼

は， 私は資料を集めただけですよと謙遜される．し

かし，そうではない．主題を選び資料を集めるのは

それなりの見識があってできることである．その話

には ひとがら が現れる．Grenoble よりこのかた，

彼は隣国のライバルではなく，尊敬する兄貴分の一

人になった． 

 Sung Tack Ro (廬 承卓) 教授： 

 
School of Mechanical and Aerospace Engineering 

Seoul National University, Seoul 151-742, Korea 

http://ieel.snu.ac.kr/prof/professor.htm 

は，B.S., M.S., Ph.D の学位を，それぞれ Seoul 大学

校，Rose-Hulman 工大，Brown 大学で取得され，Brown

大学 RA を経て，1973 年 Seoul 大学校教授に就任さ

れた．熱力学や熱工学の研究を進め，1998 年には

KSME 会長を務められた．同年韓国慶州で開催の第

11 回国際伝熱会議の組織委員長を務め，以来 2002

年の第 12 回国際伝熱会議まで同会議 Assembly の会

長を務められた．ついては，Ro 教授は第 12 回国際

伝熱会議の president であり，2002 年 8 月 19 日同会

議の開会式直後の 9:30-10:20 に特別講義(plenary 

lecture)をされた．その前日にお会いした折り，“先生 

は president なんですね”と申し上げたら，“私は

virtual president にすぎないんで…”と応じられた．彼

らしい．その翌日に彼の話を聴いた． 

 彼の特別講義は，Fourier についてのものであった．

32 年ぶりにフランスで開かれた熱の国際会議を強

く意識してテーマを選ばれたのであろう．Fourier は，

1768 年に生まれ，1 歳若い Napoleon とともにフラン

ス革命の時代を生きた．Napoleon は科学にも強い関

心をもっていたようである．Fourier は，決して進ん

でではなかったようだが，Rhone 地方の知事職に就

いたこともあった．道路の敷設までやっている． 

その時代は “科学の数理化 ”の時代であり，

Lagrange，Laplace，Legendre，L. Carnot，Biot，Ampère，

Poisson，S. Carnot，Euler ら蒼々たる面々がフランス

にはいた．Fourier は，われわれの知る数学・熱学の

理論のみならず熱や温度の実験にも取り組んでいた

ようである．偉大な Fourier には称賛とともに批判も

あった．世は革命の嵐の中にあった． 

Ro 教授のお話はおもしろかった．われわれにはも

う疑うことのない大学者 Fourier を俎板に上げて，彼

の生い立ちや先輩・後輩たち，そして Napoleon やフ

ランス革命の背景を示し，それを，そのフランスの

地で世界の熱の研究者たちを前に，ユーモアたっぷ

りに話された．その勢いと魅力はすばらしかった． 

 いっぽう，彼の話の背景にあったスライドはおと

なしいものであった．それを次頁以降に再掲させて

いただく．各頁の薄青色のバックには，白磁であろ

うか，白い花瓶がある．そして青字のコメントがあ

った．本誌では，印刷の見やすさを考えて字の色を

黒くしてしまった．Ro 先生にはお許し下さい． 

 さて，こうして彼のスライドを改めて読むと，あ

のときわれわれが受けた感動が必ずしも十分には伝

わって来ないことに気がつく．たぶん，彼の話の妙

は青かった字の文の行間にあったのであろう． 

その開会式の場で彼の講義を聴けたことを，いま

にして幸甚に思う．Ro 教授の講義の記録をここに残

すことを提案した次第である． 

     牧野俊郎 (京都大学) 記 

 

第 12 回国際伝熱会議 (Grenoble, 2002) における Sung Tack Ro 教授の特別講義：
“Joseph Fourier: The Man and His Achievements” 

Plenary Lecture in The Twelfth International Heat Transfer Conference, Grenoble, 2002, 
by Professor Sung Tack Ro: “Joseph Fourier: The Man and His Achievements” 
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